
波佐文化協会の歩み（PDF版）

①

1. 生涯学習による町おこしの実践

・『波佐成人学級』の開講

・ ミニコミ誌・季刊『なわて』の発行



波佐文化協会の活動記録

１９７２年～２０１５年

生涯学習による町おこしの実践
波佐文化協会



ふるさとカルチャー４3年の歩み

「日本人の旅と冒険」の模様



波佐文化協会の発足

昭和４２年頃、森戸辰男氏から「終生学習」の
色紙を頂き、生涯学習の大切さを学んだ。ユネ
スコのポールラングラン博士の『生涯学習論』の
影響を受け、昭和４７年８月に、上田房一、槇田
修身、隅田正三の発起により、「波佐文化協会」
を設立して、「生涯学習による町おこし」を実践
した。
以下、生涯学習による町おこしの実践に取り

組んだ43年間の活動記録を報告します。

波佐文化協会



森戸辰男氏を通じて、ポール・ラングラン博士の
『生涯教育論』に出会う。

社会教育による町づくりを決心する。

生涯学習に目覚める



町づくりは人材育成から

① 昼間に働く人へ夜間開講の
成人学級で生涯学習推進。

② 実践的社会教育の推進で
人材育成。

③ 地域まるごとミュージアム
基本は「学べる博物館」の
構築にある。



① 手づくりのふるさとカルチャー

• 過疎・出稼ぎ・高齢化による閉塞感を打開す
るために生涯学習によるコミュニケーションの
復活を目指すことを目的に、昭和４７年８月１
日に波佐文化協会を設立した。

①波佐成人学級の開設

②野外研修の実施

③文化祭の開催

④キャンプファイヤーの実施

⑤座談会・記念講演・映画会・特別展の開催



波佐成人学級（周年開講）
• 日中働く者の公的社会教育(8:30～17:15)の谷間か
らの出発で、民間指導型の夜間（20:00～22:00）に学
習をする新しい成人教育（受益者負担）を誕生させた。

①募集＝毎年４月。開講期間＝５月～翌年３月

② コース＝最高で年間１４教室。延２４４日（月１～４回）

年間１１～４４回。時間数＝年間２２Ｈ～８８Ｈ。

③ 受講料＝１科目・１Ｈ当り１００円（当初は５０円）。

④受講生は全ての課外活動に参加できる。

⑤修了証（受講証明書）を交付。皆勤賞・精勤賞も交付。

※全て民間指導型で１０年間企画・運営して、１１年目

に波佐公民館事業として運営形態をそのまま引継ぎ
現在まで継続推進されている。



『金城の風土記』（１９９８年刊）から







「波佐成人学級」

昭和47年10月
～昭和57年3月













波佐公民館の管理運営の受託
• 波佐公民館は、昭和４９年に新築され、１年間は、主
事が１名配置されたが、５０年度からは、民間委託（文
化的団体）となった。

• 昭和５０年度から平成５年度までの１９年間にわたり、
波佐文化協会が受託し、週６日開館運営した。この間
他地区の５つの公民館建築等に波及効果があった。

• 平成６年度には、公民館が改築され、公民館類似施
設となり、他地区の運営形態に合わせるということで、
自治会委託となった。

• 平成１７年１０月に新浜田市に合併して、教育委員会
管理となった。





























文化講演会 講師：早川一光先生
「とおりゃんせ」～この道はいつか通る道～



ＥＮＤ

波佐文化協会 ２０15．１２．２０作製

石峰＆抱月のふるさと金城町

「地域まるごと博物館」
http://www.hazaway.com


